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１

　
ｌ
Ｈ
宮
□
＾
月
〕
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

に
て
．
引
名
の
成
人
者
を
迎
え
．

成
人
式
が
蹄
胡
か
つ
盛
大
に
カ
ニ

な
わ
加
ま
Ｌ
た
．

　
”
世
紀
初
朝
在
飾
る
庇
人
式
．

激
年
前
肥
大
川
肥
庇
人
式
在
坦
い

起
一
」
す
よ
う
危
前
Ｈ
か
一
」
，
凹
串
．

心
配
は
さ
帥
た
も
肥
の
，
盟
朝
ト
」

は
止
み
．
　
・
］
く
包
圭
杓
た
上
ｕ
地
が
．

■
岬
紀
品
初
田
印
皿
肚
人
式
を
快

く
祝
い
一
迎
え
人
れ
て
く
加
た
上

う
な
缶
加
し
ま
Ｌ
た
．

　
朝
か
ら
町
識
会
謂
■
を
は
じ
助

と
す
苫
事
牲
固
克
宙
が
…
…
帖
Ｌ
，

新
Ｌ
く
曲
人
と
な
「
た
苫
井
た
ｔ

在
拙
福
し
ま
…
」
た
．
ま
た
．
咄
人

甫
も
人
牛
血
先
曲
か
・
■
閉
心
嵯
ま

る
励
ま
Ｌ
山
’
［
黄
在
冊
謹
、
人
ヰ

山
人
き
壮
節
Ｈ
に
，
雌
人
と
し
て

削
新
た
浩
肖
覚
が
牛
ま
杓
た
よ
う

で
し
た
，

　
新
肚
人
描
を
代
出
Ｌ
て
棋
…
竜

出
＾
と
持
田
工
菓
さ
ん
が
モ
刊
ぞ

刺
曲
い
さ
つ
し
一
庇
人
と
し
て
の

新
Ｌ
い
曲
任
を
白
覚
Ｌ
，
今
迄
由

叫
話
｝
」
壮
．
「
た
カ
坤
－
」
噛
謝
す
る

止
」
と
も
に
、
［
分
た
ｔ
蜆
碧
に
向

か
「
て
男
力
」
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い
く
と
、
．
兀
気

－
」
詰
「
午
」
く
加
ま
し
た
．
み
な
新

Ｌ
い
岬
代
在
拍
う
岩
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と
Ｌ
て
皿

曲
意
と
ｎ
信
ー
二
満
ち
描
荊
て
い
ま

Ｌ
た
．

　
御
成
＾
由
曲
で
と
う
一
」
ざ
い
圭

す
、
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。
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岩
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辺
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第
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団
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団
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出…１｛田団団田趾’団田団ヨ出出田１班班班班ｒ 年冊■封副；給一年
　分　　　　　　分　　　分　　　分　　　　分蛆　　分分　分軸
　団　　　　　　団　　　団　　　団　　　　団続　　団団　団拙
日　纈邑目邑邑呈　国邑員　目員員　甚甚甚甚　虫邑且長　与　ま
権　暁小

・」、
希古推　相宮

．曲
　推前三　 」ｌ１控畦小　彰断前摘　抽　曜

」．廿　辺澤林代届辺　輻下幅　辺旧１柚　村辿辺」■■　　ｉｎ１－１□　未

冊　日　止昌個由　司１睦　　偏公治　曲唾田ｊ呈　　博忠幹

　之聡幸曲志次　朗人一　ｒ男．囲　一弘仁止　　信則男　博

　　　　火　　龍　　　第　　窮　　窮　　窮　　交
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琵町田Ｉ固見元　分分　　　分　　分　　分　　分　　分
地理地地型優団団　団団団団団岬匡席区区良与長　＾長」｛　上二１］　ｏ員　且長　目目　員垣
　　　　の罹小相川」ｌ１盈新喘　高荒新　相高　１蜀高　川把　重油　宮和
守■１一偉村村韮出野　 ■１一井臆　擢捕　■部　村辺　 田辺　 ・卜辞
　　　　轄
吏’ 岨趾　借　由苗　博 一一 士　１’］　　秀雌　敏睡　　和　　昌

夫軸治．買止　打男　上肚人　朗一　人樹　一弘　浩長　暁光



初脂マラソン ・男女共生　■

閏’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ
　　　　　　～介竈を通して男女共生を書えざう～

　２１世紀は、女性と男性が共に自立し，支え含い，いきい芒と暮らす
町づ＜りが求助られています

。

　斉藤　博さんの介護体験を通してのお話は、人と人の心のつながりや
女性と男性が共に尊童し含い、手をつなぎ含って生きることの六切さを
心から感ｕさせてくれることでしょう

。

目　時　２月２４日１土〕午後１時３０分一３時３０分

場所西桂町ＹＬＯ会館和室
対象町民一般　　　 邊師プロフイ＿ル

講師斉藤　博　 アニメ＿ヲ；ソ監督
自

お問い含わせ　　　　　　 大目市真木■＝在住
。

　　　　　　　　　　　　　　　　アニメーヲヨン作品として、「ペリ
　西桂町役場　総務課　　　一貝物語」ｒトムリー巾の冒険」ｒム

　　　　　　　　　　　　　　　　＜の人Ｏ〕感動と共感査よんでＬ「る
。

　　　　　１主　催． 山梨県立富士女性センター・ 西桂町
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告
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畦
＾
リ
年
中
〕

祉幅
　
肥
叩
告
は
虫
凹
週
１
〕
で
す
．

蹟ｏ
１
月
帖
□
苓
一
倉
甘

害
１
Ｈ
円
□
万
一
柿
間

い害
　
り
一
Ｈ
訓
□
一
火
〕
本
町
，

い　
　
…
・
仲
町
・
命
川
町
〕

引
　
！
月
刀
□
〔
水
〕
上
町

四｝
　
＾
捌
町
・
据
町
・
描
間
・
曲
道
・
勘
〕

！
ｏ
　
１
月
刀
□
茉
〕
下
器
地

〕
　
一館
一
目
時
午
前
，
峠
か
・
。
／
午
桂
４
咄

会
一〇
　
場
　
所
　
批
現
１
賠
　
｝
央
公
民
館

Ｌｖ
・
持
審
す
る
も
の

‘
■会
一
・
膿
泉
出
咄
栗
な
ど
口
廿
中
切
所
得

口
．彗
が
分
か
る
も
の

青
　
．
十
曲
仙
暁
科
．
掴
甫
操
瞳
料
等
田

抽
一　
　
支
払
．
証
咄
苫

引
．１
一
・
印
錨

！
一Ｌ
　
一

囲
申
告
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
人

竿
幸
怯
年
－
月
－
・
拝
鴉

お知らせ

　
町
に
岨
ん
で
い
拓
カ

與
平
肚
口
年
中
に
事
堆
所
弼
，
．
ヰ
軸

　
曲
所
碍
が
由
・
「
た
力

蛸
捌
摘
先
か
・
■
紬
与
支
払
拙
止
□
苫
肥

　
拙
…
が
な
か
一
］
た
方

軋
．
半
雌
口
年
｝
に
所
碍
が
也
か
「
た

　
方
一
病
缶
疵
養
中
、
仕
逆
ｏ
で
牛

　
柵
在
Ｌ
て
い
る
カ
〕
も
川
岨
触
肚

　
冊
瞳
税
．
非
拙
柑
証
｝
苫
、
老
人

　
灰
出
．
兜
巾
ｆ
＋
坤
肥
苗
糾
と
血

　
口
ま
す
帥
で
．
必
ず
モ
の
理
山
…
在

　
中
ル
］
Ｌ
．
了
．
ト
さ
い
．

　
一
柵
〕
非
巾
帖
て
す
と
．
諸
血
岨

切
尭
行
．
閉
岨
健
康
保
暁
硯
山
軒
拙

が
｛
け
ら
加
血
い
、
は
か
ｏ
で
血
く
一

凸
＃
血
加
卸
税
が
か
か
岳
等
．
ヰ
利
＃

た
こ
と
に
な
ｏ
圭
す
．

艘
凹
鶉
＾
胡
押
川
占
の
宙
ｕ
蟷
…
へ

　
償
堆
閉
拙
肥
計
算
は
岨
圭
計
祖
で

．
巾
成
口
年
分
所
棉
硯
砒
定
｝
告
か
・
．
‘

甜
央
ｏ
咄
業
萌
冊
崩
柑
が
蹄
止
古

｛
，
虫
凹
咄
立
計
坤
に
よ
ｏ
曲
堆
所

～
症
虫
曲
ま
す
．

鞄
岨
入
　
必
雲
軽
田
一
唐
崇
所
掲
金
謂

　
従
■
て
＾
」
措
．
販
先
壷
韻
凹
記
朝

』
，
曲
哺
晒
帖
現
甫
、
上
…
場
一
削
仕
切

苫
，
拍
咄
月
等
、
命
甜
田
分
か
る
も

旧
肥
記
雌
・
伽
存
症
お
囲
い
Ｌ
韮

す
。

露
“

同
齪
年
金
珊
隷
会

　
岨
民
午
缶
．
…
血
…
す
る
柵
談
圭
下
記

に
よ
ｏ
行
い
ま
す
．

目
時
１
月
加
］
］
一
火
一

　
　
　
　
午
前
…
時
｛
午
硅
月
時

場
　
所
　
岬
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
１
暗

内
容
現
在
何
ら
か
田
苗
帖
に
よ

○
年
缶
生
軸
勘
・
』
れ
血
か
「
た
Ｏ
．

紳
め
忘
引
の
カ
，
圭
た
は
年
壷
制
畦

に
「
一
い
て
加
り
た
い
カ
珊

衰
衙
リ
サ
イ
ク
ル
抵

　
４
－
か
・
■
り
宙
珀
Ｕ
サ
イ
ケ
几
法
が

施
行
さ
れ
．
テ
レ
ビ
・
冷
鹿
唖
一
跣

…
冊
蝿
…
・
エ
ア
］
ン
肥
一
］
…
ｎ
は
，
四

柿
町
で
は
収
班
Ｌ
な
い
＝
と
に
な
Ｏ

ま
す
．

　
一
｝
描
え
血
ど
で
小
咄
と
血
「
た
哩

［
…
切
剋
脾
在
，
眼
土
店
＾
帥
一
＾
「
．
］
た

店
〕
に
依
抽
し
ま
す
．
十
川
と
血
．
一

た
哩
品
の
ｕ
サ
イ
ク
几
曲
…
と
亜
胡

盟
用
は
，
消
租
苫
閉
負
川
ト
」
な
ｏ
圭

す
肥
で
．
モ
の
費
叩
を
曲
売
帖
に
止

払
う
一
」
と
に
た
ｏ
ま
す
．

消
臼
岩
の
色
担
分

テ
レ
ピ
　
　
　
１
干
〒
ｏ
ｏ
川

描
曲
｝
　
　
一
ｆ
拮
ｏ
ｏ
川

洗
抽
槻
　
　
り
一
丁
’
Ｏ
Ｏ
円

工
了
］
｝
　
ヨ
干
月
ｏ
ｏ
川

　
　
　
　
　
　
　
　
十
迎
曲
賓
用

描
獺
化
物
収
摸

　
出
ま
拘
た
白
盟
環
境
症
守
る
た

帥
，
町
で
は
，
特
様
肥
一
」
協
山
－
」
よ

〇
一
」
み
山
減
呵
咀
化
Ｌ
Ｌ
曲
源
ゴ
＝
、
山
Ｈ

収
活
肋
に
咀
り
糾
ん
で
い
韮
す
．

日
時
毎
月
第
１
土
咄
Ｈ

　
　
　
　
午
肺
７
哺
、
宮
時

　
杵
地
ば
が
脂
定
Ｌ
た
瑚
所
１
＝
…
Ｌ

て
く
だ
さ
い
．

分
別
カ
拮

缶
甥
　
ア
ル
ミ
缶
，
ス
チ
ー
ル
…
と
－
」
分

け
て
，
巾
甚
柑
い
で
出
し
て
く
｝
」
さ

い
．
ビ
ン
頸

　
ピ
ー
ル
獺
・
．
升
ピ
一
ノ
・
－
ビ

｝
・
拮
ピ
ン
・
モ
田
他
肥
ビ
ニ
と
に

分
け
て
．
ヰ
＾
．
｝
プ
在
ほ
ず
Ｌ
．
中

在
冊
い
で
川
し
て
く
だ
主
い
．

ペ
ウ
ト
ポ
ト
ル
顛

　
ヰ
ヤ
ッ
．
ワ
を
は
ず
Ｌ
、
巾
を
湛
い

で
一
つ
ぷ
し
て
山
し
て
く
だ
さ
い
、

紙
甥
　
新
問
・
蛛
誌
・
唾
ポ
ー
ル
・
紐
パ

リ
ウ
は
ひ
も
坤
申
」
束
拍
て
出
Ｌ
て
く

だ
吉
い
．

描
．
部
士
Ｌ
方
皿
畳
更
血
記
皿
ら
ゴ

　
朝
凹
・
チ
ラ
シ
は
、
混
台
で
東
ね
て

出
Ｌ
て
く
た
さ
い
．

咀
歯
排
接
手
肖

　
…
几
帝
扶
播
手
山
」
・
Ｌ
は
、
／
親
肥
い

血
い
児
亜
＾
岨
曲
出
柑
ｏ
誼
廿
□
山

屈
す
る
年
雌
末
ま
で
，
山
－
座
以
ト
血

踵
世
を
有
す
岳
堀
台
は
一
皿
曲
未
曲

児
芭
］
推
十
１
－
し
て
い
る
母
朝
が
公
的

年
金
在
唖
け
て
い
な
い
と
き
に
支
絆

さ
加
ま
す
、
た
だ
し
，
、
而
碍
制
曲
が

あ
口
ま
す
．

○
受
蛤
竈
柚
君

　
虫
田
韮
什
に
識
当
す
る
児
市
を
養

廿
Ｌ
て
い
る
肚
且
は
描
肯
者

・
貨
栂
が
蜻
胴
在
蹄
消
Ｌ
た
児
坤

・
宜
が
托
亡
し
た
児
苗

・
宜
が
．
辻
肥
胆
古
状
桂
に
あ
る
児

曲

・
生
田
牛
先
が
咄
・
■
か
で
な
い
児
甜

・
宜
か
ら
引
き
耕
き
ー
町
以
ト
追
寅

さ
加
て
い
る
児
亜

・
宜
が
引
緋
き
ー
昨
以
上
拘
蹄
さ
れ

て
い
岳
｝
唯

・
来
幅
の
母
肥
’

・
虫
旧
几

　
但
し
，
拙
，
堪
吉
者
ま
た
は
児
帝

が
ｂ
的
年
＃
＾
老
蹄
福
軒
年
令
を
晩

く
］
在
唖
け
る
二
と
が
で
彗
岳
と
音

や
．
児
輌
が
嗣
祉
施
融
に
人
所
措
尚

さ
力
て
い
る
場
告
た
ど
、
手
門
が
土

給
さ
引
な
い
睡
甘
も
曲
り
ま
す
．

　
ま
た
．
丁
門
蜆
支
結
亜
件
に
諒
門

す
る
］
］
か
ら
ｉ
年
荏
締
過
し
た
と
音

は
，
止
叶
な
理
巾
曲
る
場
台
を
臨
音
，

詔
定
甜
虫
寸
．
る
一
．
一
と
が
で
き
圭
せ
ん

肥
で
ご
冊
苗
く
だ
さ
い
。
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慶
プ
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主
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報
育
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前
＾
石
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保
．　
　
僅
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切
由
子
さ
ん
一
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．
お
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ｍ
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育
し
て
い
る
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謹
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に
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一
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時
、
ち
ょ
う
ど
お
昼
の
あ
と
か

ｏ』
　
所
得
が
阻
庄
緬
夫
描
の
瑚
台
は
舘
一
た
づ
け
を
し
て
い
た
ト
押
地
肥
弼

冊
定
票
土
需
；
套
モ
の
一
卑
聾
会
農
一
手

一
　
盟
月
分
か
ら
支
舘
さ
加
圭
す
．
過
一
　
　
「
皿
所
肥
お
敏
さ
ん
等
が
よ
く

〃
去
隻
け
■
月
奈
；
著
対
、
声
雷
早
臭
，
耳
案
自
由

セ
　
虫
と
な
る
所
得
や
拙
蓮
人
鞍
，
加
一
な
私
で
す
が
助
か
ｏ
、
感
謝
－
〕
て

祉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
い
圭
す
■
と
一
揺
此
に
話
崔
」
て

把
　
人
年
金
が
蛮
わ
「
た
場
合
は
認
定

廣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
く
れ
庄
し
た
．
担
田
さ
ん
が
自
分

．
　
さ
れ
る
こ
と
が
あ
ｏ
ま
す
．

き
　
　
梓
」
く
は
お
問
告
せ
く
だ
さ
い
・
　
一
申
、
作
「
た
野
菓
在
近
所
晒
お
増
さ

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ん
に
届
け
る
と
．
煮
物
等
拙
「
一
て

昔
　
■
所
招
に
は
一
症
の
控
暁
台
ｏ

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
き
て
ト
さ
い
ま
す
．
と
て
も
良
い

　
　
■
芭
人
扶
垂
親
堆
が
曲
る
増
台
は
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
朋
幌
で
す
。
今
肥
貼
期
，
朝
菖
時

酬
土
に
；
直
”
円
在
加
卸
　
　
一
に
起
き
，
・
杵
肥
ホ
在
飲
み
ト
イ

Ｈ
　
■
加
入
年
命
が
蛮
わ
「
た
と
き
は
一
レ
に
行
く
事
が
］
］
諏
で
す
・
映
」

齪
連
締
を
Ｌ
一
し
く
だ
真
　
　
　
一
て
無
署
ず
門
盆
身
体
１
・
勒
わ

血
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
な
が
、
■
，
午
前
中
Ｌ
Ｌ
午
碓
，
１

会
　
Ｙ
Ｌ
０
§
　
　
　
　
　
一
喘
間
ず
「
農
作
堆
を
す
る
モ
う
で

ｏ」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
す
．
中
ゴ
…
は
畑
に
．
幌
す
事
を
考

甘　
　
ひ
よ
こ
苧
棚
　
　
　
　
　
　
　
　
一
え
Ｆ
Ｍ
曲
を
使
う
と
叫
が
週
う
と

会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
－
…
．
…
一
．
．
…
一
一
＝
＝
．
：
一
：
．
…
＝
．
．

口
　
　
１
月
の
ひ
よ
一
」
学
紬
は
．
次
切

曇
　
と
お
ｏ
で
す
．
由
虹
橿
に
ご
巷
加

百
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪
つ
い
て

劃
下
さ
い
．

　
　
日
時
１
月
蛆
月
ホ
〕

顯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
虚
血
性
心
珪
岨
呵
代
表
が
，
患

引
　
　
　
　
午
前
１
０
時
－
ｎ
時

岳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
性
心
舳
価
地
で
す
、
心
咄
に
は
、

齪
内
容
小
垂
睾
奉
嘉
師
一
謡
聖
写
巷
霊
ｏ
囲
ん

蜴
に
迎
え
、
瑚
了
い
り
し
上
呵
］
ズ
一
で
い
て
・
心
暗
に
醒
素
巾
エ
ネ
几

ｍ
ム
穣
春
い
李
。
　
　
一
ギ
ー
震
管
て
い
圭
す
躍

喧
　
＃
加
臼
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
一
唖
化
が
逆
ん
だ
り
，
而
が
固
ま
ｏ

西　
　
申
迅
み
　
醒
品
又
は
、
直
抽
お
串
一
や
す
く
な
「
て
い
る
と
．
こ
呵
巾

　
　
し
込
み
く
だ
さ
い
．
＾
児
由
館
．
川
一
菅
が
究
盟
に
詰
ま
「
て
」
ま
う
＝

　
　
村
〕
＾
い
き
い
き
憎
嘘
撞
祉
セ
ン
タ
一
と
が
由
ｏ
ま
す
芭
二
・
「
壮
る
と
品

　
　
－
．
遠
山
〕
　
　
　
　
　
　
　
一
ま
「
一
た
血
管
か
・
■
酷
詫
や
エ
ネ
ル

宮
年
肺
よ
Ｏ
刊
用
し
て
い
る
モ
う

で
す
．

　
典
さ
ん
が
弱
か
コ
た
の
で
若
い

頃
上
ｏ
洗
拙
や
昴
峨
一
一
」
館
肥
支

喧
も
や
「
て
い
た
肥
で
［
分
切
巾

は
門
分
で
す
る
習
慣
が
今
で
も
続

い
て
い
ま
す
．
趾
岨
に
は
，
血
『

が
高
い
呵
で
塩
分
摂
咀
１
＝
沖
意
」

て
い
ま
す
．
モ
Ｌ
て
、
身
帖
１
＝
埋

常
が
由
れ
ぱ
早
曲
に
由
眠
者
さ
ん

に
抽
る
そ
う
で
す
．
今
で
も
小
活

習
佃
病
横
諺
は
［
分
晒
身
体
在
加

る
為
ｈ
」
呈
け
て
い
ま
す
．
一
自
分
で

考
え
て
、
白
分
で
吐
事
を
見
つ
け

仕
巾
を
し
て
い
る
」
か
・
■
元
気
な

珊
出
さ
ん
で
す
．

ギ
ー
－
肥
帖
綿
在
唖
－
て
い
た
心
臓

凹
朋
肉
は
闇
能
在
此
い
圭
す
．
二

れ
が
心
筋
側
堆
で
す
．

　
こ
一
」
ま
で
い
コ
て
Ｌ
ま
う
と
帝

症
で
す
が
、
血
菅
が
独
く
な
「
て

い
る
拙
柚
曲
市
」
．
逼
甜
川
や
仕
山
串
吐
の

で
心
咄
１
＝
負
剋
が
か
か
「
た
と
き

に
碓
謀
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
、

哺
み
が
起
こ
る
＃
状
圭
拙
心
症
と

い
い
ま
す
．
こ
山
段
暗
で
は
、
捕

み
の
究
咋
が
過
苦
ハ
ぱ
心
咄
儲
龍

は
一
も
と
肥
状
曲
に
も
ど
ｏ
ま
す
、

　
　
　
苗
■
．
岨
軸

　
　
　
’
亜

研　
　
　
■

　
　
　
哩

　
辞
．

　
■
　
　
湧
峨

■
　
　
胡

屏　
－
苛
魂

　
垂
一
■

ｏ〆　
　
・
〕２’’ 三’’靱ｊ…ｌ１冒１…崇葦

騨湿
　
一
．
・
一
」
．

　
　
，

　
■
■

　
　
　
…
｛

ｂ
　
　
｛

茅　
曲
縞

田
　
晶

〆　
　
｛
．

　
　
、
籔
明

一
’
一
．

・・’．’’
１！．

　　　　　＝　　　；中’．

椰



ボ
ラ
フ
テ
ィ
ア
活
ｏ

み
を
岬
界
規
橿
で
進
め
て
い
く

一
ポ
ラ
一
ノ
テ
ィ
ア
国
臨
年
■
一
と
僻
せ
，

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
肥
輪
が
ま
す
ま
す

広
が
る
き
コ
か
け
と
な
る
圃
が
地

咄
に
吠
け
ぱ
と
思
■
て
い
ま
す
．

　
こ
加
を
櫨
会
に
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア

に
つ
い
て
興
畦
・
蝿
・
心
肥
由
昌
ト
刀

は
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
虫
－
ま
て

辿
描
を
下
さ
い
．

お
問
い
台
わ
せ
先

い
き
い
苦
膣
康
掴
祉
セ
ン
タ
ー
｛

西
抽
町
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
－
＝
呂
・
－
茗
茗
ｏ
ｏ

し
た
ｏ
，
「
何
か
す
岳
出
は
曲
ｏ
ま

せ
ん
か
〒
」
な
ど
大
変
相
帽
的
に

お
年
甫
Ｏ
の
皆
さ
ん
－
」
話
Ｌ
掛
け

て
い
ま
し
た
．

　
ど
Ｏ
子
の
顔
も
充
曳
噛
１
＝
描
ち

由
ふ
出

ボ
ラ
フ
テ
ィ
ア

グ
几
ー
ブ
活
０
藏
告

拍
瞳
目
…
間

　
…
梨
岨
｝
」
は
毎
年
呈
月
を
，
ポ

ラ
シ
テ
ィ
ァ
括
動
堪
泄
月
…
…
」
と

Ｌ
て
，
鼎
毘
．
人
一
人
胡
ポ
ラ
ン

テ
ｉ
ア
括
動
に
つ
い
て
考
え
．
地

城
に
根
付
い
た
実
践
括
動
を
推
進

す
苫
苦
コ
か
け
作
ｏ
と
肚
る
よ
う

に
、
週
軸
を
展
開
し
て
い
ま
す
．

　
止
」
年
は
，
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
旭
動

を
亜
に
活
性
化
し
て
い
く
服
ｏ
紺

颪
雇
川
望
照
ラ
ン
テ
ィ
ア
匿
昌

．
人
鼎
し
皿
お
年
寄
鉋
を
曲
聞

　
口
月
岨
日
＾
土
〕
西
桂
小
学
校

ポ
ー
プ
、
ノ
■
丁
イ
ア
碧
員
＾
＝
切
児
市
が

手
ユ
ー
り
リ
プ
在
植
・
え
た
鈷
壮
ど

在
持
ち
、
町
内
の
一
人
幕
ら
し
切

由
年
苛
ｏ
の
由
宅
荏
甜
問
し
ま
し

た
。　
品
初
は
盟
張
し
て
い
た
十
供
た

ち
も
哩
し
い
昔
［
葉
を
崩
け
て
い
た

だ
き
、
触
右
に
聚
張
が
ほ
ぐ
加
て

い
「
．
た
よ
う
で
す
。
毎
□
切
生
括

の
撞
子
中
謹
映
１
：
つ
い
て
賀
問
を

ポランティアだ上リ

萌
抽
與
食
生
活
改
薔
推
雌
回
会
・

ハ
ム
ス
ク
ー

　
口
月
別
□
＾
日
一
の
ウ
．
１
」
ス
マ
ス

イ
プ
に
西
軸
町
食
中
．
括
曲
善
抽
進
員

会
ｏ
皆
吉
ん
が
ヶ
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

を
作
ｏ
，
会
食
サ
ー
ピ
ス
と
配
食
サ

ー
ピ
ス
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
Ｌ
ま
Ｌ
た
．

　
ま
た
．
今
年
は
ハ
ム
ス
ケ
ー
肥
干

供
た
ち
が
ケ
リ
ス
マ
ス
カ
■
ト
を
書

い
て
く
加
、
　
一
紺
に
配
「
て
哨
き
ま

し
た
．

　
特
さ
ん
ご
…
占
労
横
で
し
た
．

温
か
い
暮
藺
を

　
　
　
　
　
　
　
套

　
口
月
下
旬
．
ト
町
の
小
山
争
美

丁
吉
ん
が
手
作
ｏ
ク
ッ
キ
ー
と
ジ

一
」
－
ス
を
、
デ
イ
サ
ー
ピ
ス
セ
｝

タ
ー
の
利
用
苫
ヘ
ケ
リ
ス
マ
ス
プ
」

レ
セ
ン
ト
と
Ｌ
て
届
け
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　
利
川
者
田
皆
さ
ん
も
士
蛮
喜
ぴ
、

；
時
の
お
や
つ
に
苗
ぺ
て
孤
き
ま

し
た
，

　
ど
う
も
由
Ｏ
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
．

　
ボ
甘
フ
フ
テ
ィ
ア
グ
几
ー
ブ

２
目
の
活
撃
塵

西
桂
血
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
定
例
会

口
貝
些

畠
じ
さ
い
の
会

■
－
・
珊
Ｈ
＾
水
〕

眈
お
う
山
吹
切
会

；
］
］
・
”
］
］
・
茄
□
＾
月
］

西
桂
哨
風
会

ユ
］
］
・
壇
］
］
・
Ｈ
□
・
饅
』
＾
木
〕

手
拮
サ
ー
ク
ル
臭
水
会

－
Ｈ
・
…
日
・
別
口
・
盟
Ｈ
＾
ホ
〕

鶉塞護　
　
　
］
口
呵
冊
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
”

　
　
　
■
柿
一
毒
上
丁

　
無
勘
号
れ
た
会
腔
は
，
杣
協
切
括

動
在
支
・
元
る
［
キ
財
獺
と
Ｌ
て
人
切

に
値
わ
せ
て
い
た
だ
音
ま
す
．

平
成
吻
年
慶
箭
い
羽
帽

共
同
嚢

墨
…
裏
昌
あ
い
１
筐
｝
壷
カ

あ
菱
妻
き
い
毒
妄

　
　
　
　
＾
曲
肺
蹄
・
順
序
不
同
〕

都
留
仏
勒
会
　
　
１
万
川

西
腓
町
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

　
　
　
　
　
　
；
方
川

囲
硅
町
婦
人
全
　
ヨ
万
－
千
ヨ
ｏ
ヨ
円

丸
統
常
ト
占
田
背
果
萌
典
細
台

　
　
　
　
　
　
ユ
一
』
１

　
　
　
　
　
　
　
］
　
－

　
こ
の
辞
意
は
，
服
宋
た
す
け
あ
い

と
し
て
，
町
内
肥
衰
伍
１
＝
配
分
さ
せ

て
い
た
だ
音
ま
Ｌ
た
．



き甜争おｉ二 ’Ｌな些が ’る

一〔閉く１〕件が畠たど 　呂一火

　　　　　聖■。　　　　　 ，　くえ沖青が〕ｌｌ．’しヨＬ 　．

管
料

消

肪
庁
〕

ヨ…いて消いｏ　ま
Ｌ龍いしたＯたす
よ凹なたた℃ぱ ‘

三扱い「ヨ土も二
　い二もこの田
　ｉ＝とｏ・は■１’；１火

はが ’〔も粗ｉ・士
十あも七で　 ’

分る完ろす〒
ｉ＝凹全ん　＝口
；キでＩ＝　「火口
意　’拙火口〕｛
」■肚えをつ月

と咄起た謂で牛の敬庇
揮おき　’１　’Ｌうはｌ１
定よたた帖１触たち晶年
吉モ火ぱと火火 ’〃的
わ１坦こなを塊た月総
て　　月　切　ｉ＝　ｒ　１峠　｛ユ　ｉま　丁・’｛

いヨ杣上てく石二一堆

缶＝

（、

留

、

出

止．

一泊

１宜

火｛とコ

壌に

浩よ
竺る
た讐火

萎災
Ｌ姦を
二

｛
防
一
』
一
つ

住宅防火いのちを守る７つ¢ボイニ、ク：ト

　　　　　　瞠勒火理１二よ舌研者ｏう右呂割以上廿住宅火理１＝べるもｏで
、

　　　　　モのうち羊誼以上が肪爵］上皿高蹄者でず．佳宅火亜の子田切左曲
、

　　　　　　　　功凹「ヨコの習侶 ・且つ田封黄」を 一巳が１ゴ；Ｅしょう
ｏ

圃　　　●■た一宝二は，鞄封や助る 。

　　　■スト’フは．蝸且中すいも切から咀拘た位置で個用す乱
　　　●刮ユコリロなど血モは産割れると吉は．出ず火岳消寸’

一

　　　●曲け週拘在肪ぐた品１＝一硅宅用出理■榊庄設置する
。園　　　・鶉具や垂獺カ帖血火理岳肪く’’た曲に，咀睦咀品＃値用す骨． 」

　　　●火批在小さ［、 うち』二ｊ宙すた曲ｉ＝、　１主宅用ｊ□出冊崔備える
’

　　　●由年害り中身伸的不自由屯人を守るた刷二．凹五所の祖カＯ刷荏つく乱



口
５
２
回
憂
暴
条
の

フ
＝
ス
テ
ィ
バ
ル
」
轟
■
，
１

　
両
枝
は
，
企
業
が
求
出
看
技
術
や

技
能
．
知
融
を
身
に
つ
け
た
即
軸
カ

と
な
る
技
術
者
荏
撞
批
す
る
就
業
年

眠
が
ー
年
か
ら
＝
年
の
技
衛
専
門
枝

で
す
。

出
睨
竈
据

　
高
等
学
校
串
兼
以
ト
の
学
力
を
有

す
る
人
＾
今
年
呂
月
卒
業
見
込
み
を

含
む
〕
た
だ
し
，
峡
南
高
尊
技
痢
曹

門
破
建
粟
科
に
つ
い
て
は
、
中
学
腔

崔
車
業
Ｌ
た
人
自
ま
た
は
，
今
年
ヨ

月
卒
業
見
込
の
人
も
山
…
園
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

箏
，
掌
科

都
留
高
等
技
捕
咄
門
按

　
Ｏ
＾
ビ
ジ
ネ
ス
科

　
旭
気
シ
ス
テ
ム
科

峡
甫
高
筆
技
冊
坤
門
横

　
自
動
車
望
備
瑞
・
曲
型
科

受
付
蜆
閻

　
２
月
臼
日
＾
金
］
｛
茗
月
目
日
＾
金
〕

廣
簑
目

　
ヨ
月
旧
日
＾
月
〕

お
聞
い
台
わ
せ
先

県
立
都
留
高
等
桂
相
専
門
柚

　
－
０
５
５
４
＾
４
呂
〕
宮
ｏ
Ｉ
ｌ

県
廿
饒
南
高
等
娃
開
曲
門
槙

　
－
０
５
５
拮
＾
２
１
〕
茗
１
７
１

　
第
硯
回
全
瞠
植
樹
票
の
ゲ
ラ
ン
ト

オ
ー
プ
ン
と
し
て
，
記
念
棺
樹
や
体

験
イ
ペ
ン
ト
岳
行
う
「
森
と
未
の
フ

エ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
，
ぜ
Ｕ
一
」
参
加
く
だ
さ
い
．

目
　
時

　
４
月
四
日
＾
口
〕
　
み
ど
ｏ
の
日

幻
　
所
　
み
ず
が
き
山
盤
＾
鎖
玉
町
〕

封
　
靹
　
県
内
在
住
の
方

■
竈
人
敦

５
０
０
倍
＾
応
募
者
争
敏
の
場
舎
は

抽
選
〕

■
＾
由
容

　
み
ず
が
き
山
エ
コ
ツ
ア
ー
＾
定
且

ｌ
ｏ
ｏ
名
〕
．
崩
の
ウ
ラ
フ
ト
胡
室

＾
症
員
－
皇
ｏ
培
］
、
森
切
料
理
顎
室

＾
定
員
副
括
〕
．
み
ず
胡
き
山
ス
ケ
ツ

チ
コ
ン
ケ
ー
几
｛
定
員
２
０
０
名
］

　
者
体
験
イ
ペ
ン
ト
の
参
加
者
は
，

全
国
植
樹
探
開
幕
式
典
及
ぴ
式
典
会

蜴
屈
辺
の
記
盆
植
帽
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
、

庄
＾
方
詰

　
住
所
、
氏
倍
＾
ふ
ｏ
が
な
〕
、
年

齢
＾
開
催
円
現
在
〕
，
性
別
、
留
需

番
号
，
暇
業
＾
学
抽
倍
〕
、
希
望
す

る
体
腔
イ
ペ
ン
ト
？
つ
の
体
験
イ

ベ
ン
ト
の
う
ち
か
ら
第
１
．
踊
２
需

望
を
遇
択
〕
を
記
入
し
，
は
が
き
、

Ｆ
＾
Ｘ
、
竈
子
メ
ー
ル
で
申
Ｌ
込
む
。

｛
１
使
ま
た
は
ー
件
に
つ
昔
４
＾
ま

で
応
募
で
音
ま
す
．
た
だ
し
，
応
籔

は
ー
五
－
通
切
み
と
し
、
小
学
生
以

下
の
児
芭
は
．
保
誼
者
の
同
伴
が
必

里
で
す
〕

庇
，
頸
咀
　
茗
月
蓼
目
＾
金
〕

お
問
い
台
わ
せ
先

　
第
里
回
全
国
植
樹
瑛
山
黎
県
吏
行

垂
回
会
事
描
届
＾
全
岡
植
樹
票
推
遣

誤
内
］

　
，
〇
一
…
ｏ
＾
！
！
茗
〕
１
６
４
０

　
舳
ｏ
；
５
＾
呈
２
茗
〕
１
直
茗
骨

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ユ

　
　
　
咄
吾
互
Ｅ
伺
筥
昌
活
ヨ
彗
豊
巨
与

　
皆
さ
ん
も
＝
の
儲
会
に
，
北
方
碩

土
問
雷
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
自由
旧
い
台
わ
せ
先

広
聴
広
報
韻

　
ｏ
ｏ
；
昌
＾
！
！
；
〕
ユ
茗
呂
蓼

　
…
…
ｏ
亘
５
ラ
１
亘
１
５
１
亘

全
，
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
８

２
０
０
１
一
…
山
甲
量
把
し
－
竈

お知ら担

　
択
捉
島
、
国
僅
畠
、
色
丹
畠
，
南

蛙
群
島
の
４
畠
か
ら
血
る
北
方
領
土

ほ
．
睡
史
的
に
も
田
願
的
服
切
油
め

に
照
ら
し
て
も
、
わ
が
国
固
有
の
領

土
で
す
。

　
，
北
カ
韻
土
の
口
」
は
、
北
芳
韻

士
問
踵
忙
対
す
る
関
心
や
理
解
崔
探

め
、
全
国
曲
な
北
カ
慣
土
週
邊
理
求

週
動
の
一
屈
切
推
避
在
固
る
一
」
と
を

目
的
に
設
け
ら
拍
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
間
で

４
島
退
邊
の
た
め
の
外
変
壼
捗
が
瞠

曲
ら
加
て
い
ま
す
が
．
逼
圃
が
実
用

す
る
た
助
に
は
、
一
＾
ひ
と
ｏ
が
高

い
関
心
を
持
コ
て
交
捗
崔
牲
押
Ｌ
し

て
い
く
こ
と
が
↓
＾
切
で
す
．

　
県
で
は
、
市
町
村
や
国
と
壷
挽
し

て
，
今
年
１
１
月
に
甲
府
市
の
ア
イ
メ

ッ
セ
山
梨
の
ほ
か
，
県
内
の
各
市
町

村
盆
堀
で
『
全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

祭
１
Ｏ
Ｏ
］
．
血
や
ま
た
し
」
＾
舘
■

回
全
国
マ
ル
チ
メ
ヂ
ィ
ア
捜
〕
荏
開

催
し
ま
す
。

　
全
国
マ
ル
チ
メ
宇
イ
ア
舘
は
，
地

城
情
報
化
に
開
す
る
イ
ペ
ン
ト
と
Ｌ

て
は
全
田
晶
大
蛆
相
の
も
の
で
、
関

束
地
区
で
は
初
弛
て
の
開
措
と
な
ｏ

ま
す
。

　
マ
ル
チ
メ
ヂ
ィ
ア
票
は
、
地
域
措

朝
化
サ
ミ
ッ
ト
、
地
域
情
報
化
ワ
ォ

ー
ラ
ム
、
地
域
情
報
化
フ
ェ
ア
晒
茗

つ
の
イ
ペ
ン
ト
で
梢
成
さ
れ
て
い
ま

す
．　
地
壇
惜
朝
化
サ
ミ
ッ
ト
で
は
，
マ

ル
チ
メ
ヂ
ィ
ア
の
必
要
性
や
有
用
性

と
そ
の
閲
わ
ｏ
カ
に
つ
い
て
．
わ
か

○
や
す
く
甜
明
す
る
甜
演
会
を
行
う

ほ
か
，
先
進
的
血
椚
報
化
に
埴
ｏ
組

ん
で
い
る
昔
さ
ん
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
リ
一
ソ
ヨ
ン
を
通
Ｌ
て
、
今
僅
の
抽

朝
化
の
進
曲
カ
を
咀
ら
か
に
Ｌ
て
い

昔
ま
す
．

　
各
市
町
村
会
堀
で
開
催
さ
れ
君
地

域
摘
報
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
肚
、
吉
ま

ざ
ま
な
抽
報
通
侶
担
術
症
活
用
し
な

が
ら
、
産
業
．
環
境
、
生
睡
学
盟
な

ど
の
地
壇
謝
題
に
唖
ｏ
甜
ん
で
い
る

皆
さ
ん
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
…
＝
借
報
化
フ
エ
ア
な
ど
，
参

加
一
体
臓
囲
の
イ
ペ
ン
ト
を
開
催
Ｌ

ま
す
。

　
地
喧
情
報
化
フ
ェ
ア
で
は
．
最
新

の
樹
器
中
ソ
ワ
ト
ウ
ェ
ア
の
展
示
と

モ
れ
ら
の
体
囲
を
弼
し
て
、
地
埴
の

珪
業
や
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
が
ど
固
よ

う
に
便
利
に
肚
る
肥
か
を
わ
か
ｏ
や

す
く
紹
介
し
ま
す
．

　
皆
直
ん
も
、
気
唾
に
マ
几
チ
メ
チ

ィ
ア
に
ふ
加
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
問
い
舎
わ
せ
弗

情
報
政
掘
課

　
Ｏ
０
５
５
＾
２
１
ヨ
］
１
４
１
疽

　
冊
０
５
５
＾
１
…
ヨ
〕
１
４
１
］

　宝■旦■…柑［占呂
エネルギー月口です



お知らせ

　
所
得
柑
の
曲
定
申
拙
は
１
月
岨
』

〔
＃
〕
か
一
■
冨
月
Ｈ
日
＾
木
〕
主
で

で
す
が
．
間
蹄
に
な
ｏ
ま
す
と
税
描

署
血
憩
□
が
大
蛮
混
雑
し
ま
す
．
申

七
書
晒
提
出
は
お
早
助
－
」
お
葭
い
し

ま
す
。
ま
た
冊
人
事
堆
者
呵
消
些
硯

肥
申
告
は
４
月
１
円
＾
月
〕
庄
で
で

す
．　
土
地
・
家
屋
・
有
価
趾
＃
切
誼
推

が
あ
っ
た
方
も
碑
定
申
告
が
必
典
で

す
．○
所
簡
硯
・
事
掘
描
■
冊
民
硯
の

共
向
崩
朋
会

富
士
吉
出
巾
民
全
館

　
１
月
ｏ
］
］
＾
火
〕

　
午
碓
－
時
－
岩
時

　
出
席
切
ヵ
は
逆
付
さ
れ
た
申
告
占

症
ご
描
揚
下
さ
い
。

○
唖
拙
棚
・
肺
旺
税
…
…
曲
｝
告
相

談富
士
吉
出
巾
民
会
館

　
１
月
別
』
＾
水
〕
…
田
日
＾
金
〕

　
午
前
ｍ
時
－
旧
時

　
午
撞
－
時
…
月
時

　
当
日
は
収
一
＾
・
縄
音
山
お
か
る
も

の
の
他
．
次
の
も
の
在
一
」
持
参
．
ト
さ

い
．獺
泉
租
咄
盟
・
公
的
年
金
塙
支
払
瑞

告
語
、
祉
会
保
蹟
料
、
生
命
快
験
料
、

損
宙
侃
強
糾
の
支
払
証
明
書

○
硯
哩
士
ｏ
…
岬
相
識

甫
上
上
］
円
市
民
会
館

　
１
月
旧
円
＾
月
〕
－
刀
ｕ
＾
金
〕

　
午
前
１
０
時
｛
口
時

　
午
棲
－
時
－
ヨ
咄

　
税
理
十
会
に
上
る
無
剖
相
拙
は
．

小
蜆
模
事
業
曹
の
た
め
に
岨
設
Ｌ
て

い
ま
す
の
で
，
所
褐
命
抽
荊
高
舘
な

カ
、
所
得
計
算
等
が
撫
軸
な
方
、
蝕

漉
所
得
肥
あ
る
方
は
朝
描
鶉
で
ご
相

韻
ト
さ
い
．

○
年
韮
所
間
荷
の
碓
定
申
窩
調
作

庇
指
萄
会

常
上
占
用
市
民
会
館

　
１
月
拮
［
＾
火
〕

　
午
前
…
時
…
リ
時

　
午
硅
－
時
…
茗
時

｛
１
咄
付
岬
肚
…
荏
昔
止
仙
る
“
月
ヘ
ヰ

　
眠
描
費
中
住
宅
惜
・
＾
告
特
別
腔
除

を
畳
け
る
こ
と
に
よ
り
て
甜
…
金
が
週

付
さ
加
る
カ
は
呈
月
ほ
－
以
前
で
も

申
告
切
受
付
を
し
て
い
ま
す
．

“
ｎ
喬
作
雌
コ
ー
ナ
ー
ヰ

　
税
描
署
で
は
一
自
帝
作
雌
コ
ー
ナ

ー
」
を
設
Ｈ
て
、
ご
白
分
で
申
古
苦

が
作
曲
で
き
石
上
う
．
宵
昔
カ
の
ア

ト
パ
イ
ス
を
行
「
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
ト
さ
い
．

お
周
い
台
拍
せ
先

大
月
税
莇
署

圃
’
」

　
生
括
習
慣
病
の
士
な
要
岬
１
＝
，
血

生
括
・
過
勤
・
休
差
・
蝕
掴
・
哩
堀

皿
ｏ
つ
切
牛
栖
習
償
が
あ
げ
ら
打
ま

す
．
例
え
ぱ
喫
煙
と
肺
が
ん
の
関
保
，

苗
喘
の
甜
剰
担
岨
と
「
柚
血
圧
や
脳
市

巾
ｏ
開
連
，
肥
描
と
糖
昴
摘
お
上
ぴ

台
併
症
と
田
閲
連
な
ど
が
モ
の
例
で

す
．
生
活
習
慣
は
ｒ
供
時
代
に
基
本

が
身
に
つ
き
圭
す
血
で
，
十
批
肥
こ

ろ
か
ら
晒
生
括
習
佃
が
大
切
で
す
．

人
間
一
ｂ
し
く
生
吉
る
た
め
に

　
藁
宙
エ
イ
ズ
間
岨
症
は
じ
め
．
命

と
人
椎
在
守
る
た
め
皿
闘
い
在
続
Ｈ

て
＝
ら
打
た
川
凹
悦
干
吉
ん
。
一
人

ひ
と
ｏ
的
人
楢
が
尊
皿
さ
れ
．
人
問

が
＾
間
ら
し
く
串
き
る
一
」
と
が
で
音

る
杜
会
の
宝
現
の
た
め
に
何
が
求
助

一
■
れ
て
い
る
の
か
．
川
田
悦
丁
さ
ん

の
話
を
間
い
て
，
別
…
紀
血
社
会
肥

在
ｏ
方
を
考
え
て
み
ま
し
上
一
コ
。

目
　
時
　
１
月
□
□
＾
土
〕

　
　
　
　
午
措
－
時
帥
分
、
ヨ
時
珊
分

竈
　
師

　
＾
推
ア
ケ
テ
ィ
ピ
ス
ト
の
全

　
副
代
表
　
川
…
皿
　
悦
ｆ
さ
ん

定
　
■
　
ー
ヨ
ｏ
者

場
　
所
　
大
月
市
民
会
館
拙
堂

．
　
１
　
１
　
．
　
１
　
’
　
１
　
．
　
１

■
　
．
　
１
　
’
　
１
　
■

．
　
－
　
１
　
１
　
１
　
■
　
．
　
１

’
　
．
　
ｌ
　
１
　
．
　
’
　
１
　
．
　
１
　
■

．
　
■
　
’
　
■

．
　
’
　
１
　
．
　
■
　
■
　
．
　
■
　
．
　
■

い
き
い
音
子
肯
て
韻
珀

　
家
事
や
ｒ
育
て
は
男
＃
も
女
性
も

共
に
支
克
台
］
て
す
る
も
切
で
す
．

　
パ
ネ
ル
ヂ
イ
ス
カ
リ
シ
］
ン
昭
式
で

丁
育
て
に
つ
い
て
パ
ネ
］
ヌ
ト
切
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
上
一
］
．

目
時
昌
月
巧
日
＾
□
〕

　
　
　
　
午
硅
－
時
珊
分
－
ヨ
時
珊
分

コ
ー
一
ア
イ
・
甲
－
ケ
：

　
富
士
女
性
セ
｝
ケ
ー
館
長

　
吉
囲
　
五
錦
丁
さ
ん

定
　
貝
　
－
ｏ
ｏ
名

蜴
所
大
研
侮
圭
＾
君
蹄
〕

串
込
尭

ぴ
唖
曲
宙
Ｌ
＾
宙
士
女
性
セ
ン
事
．
－
〕

　
，
Ｏ
月
月
４
＾
４
５
］
１
石
拮
拮

　
…
口
；
；
卓
互
一
旦
ｌ
ｏ
直
ヨ

　
昨
年
ユ
年
問
皿
西
帷
町
地
医
別

交
通
事
故
尭
生
砕
殻
は
次
田
と
お

。
ボ
で
　
　
タ

緒
惚
。
一

　
　
　
　
　
…

物
掴
生
通
　
帖

　
　
　
　
　
　
廿

巾
故
乃
仲
　
　
七

が
尭
止
し
圭
し
牟
嵯
慢

二
■ 　一

　　　　　　’　　　　　■
　　　　　　１　　　　　■

１
’
一
■

■
１
」

■

！　！ ， ■　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　■

　　　　　　１　　　　　１

■

＾
與

「

■
見 抽
担

■

１ １ 「

■

＾
身

ヨ
１
ヨ
！

２ ヨ １一 宣 「 １
１
１
１
，抽

口 曲
拒

＝
〒
一 ； 一 昌… ヨ ’ ヨ １

茗ｉヨ

本
田

五
＾ １ 「「 １ １

曲
把

！
ｒ
！

ヨ

■

＾
身

一 ！ 「 １ ２ １

・
１

上
田 抽
拒 １ ！

　：
「・ 「 １ ！ 一 １！

＾
＾ １
下
■
地 曲
把
一
ヨ１

■■　　　■ ■　■ 　　

１
■ 」

１
１
■

■　　■



フォトニュース

　縢田苗一舗説組台が
国罠年金封収面邊良組
台で社金保隙庁岳官芸
増珪里けられ虫した

．

い期花うい切しちい旧山ン員好　功コ土ｉ＝ 抽同□
まをＯ〕ｉ＝ ．二１＝ ’・ はま花方リ会意二てて在苛 ’‘ｉ＝＿西
可心 １吐 ．括　市か ・Ｌ哺＃１切で晒のい中 ｒ＝はよホ　特きＬ 書てＯ一 たや１＝のｒ牢而こ君心石現る〕叶
　ちモ　’ ］てＬｆ ‘プ胡曲ど現業とｉｉとた上尭イＥ… ’卜

　１＝ろ三ナヨい ’〔入児ラえ的もしはで ’Ｌ由差ｏ〕’・苧
与一葺肚婁ぺ薯；王キ著著ぺ嘉歪 ‘三 隼聴彗腔

１ら鉢は田帖
に一を醐 ’ｉラ
舗なう　ら　 ’イ
開がイれ児オ
に　ら寸た亜ン
柚　’ンピ圭．ズ
ｆ一’ 腔　ズオや　ケ
け曲ウう美ラ
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